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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災 

さ
れ
た
皆
様
へ
、
心
よ
り 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
日
時 
平
成
二
十
三
年 

 
 
 

八
月
二
十
一
日
（
日
） 

場
所 

大
阪
府
貝
塚
市 

 
 
 
 
 
 

中
央
公
民
館 

御
来
賓 

 
 
 

奈
良
県
調
理
師 

 
 
 
 

連
合
会
・
会
長 

 
 
 
 
 

柳
原 

卓
男
氏 

参
加
者 

 
 
 

当
会
員 

三
十
七
名 

築
野
食
品
工
業 

 

料
理
研
究
家 

足
立 

敦
子
氏 

 

営
業
業
務
部 
 
 

食
油
脂
担
当 

部
長 

 
 
 
 

中
井 

孝
治
氏 

 

顧
問 

笠
原 

美
香
子
氏 

 

◇
研
究
部
長
挨
拶 

 
 
 

立
花 

か
ほ
子 

 

ま
だ
ま
だ
暑
い
中
参
加
し
て
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い 

ま
す
。
本
日
は
築
野
食
品
工
業
（
株
）
様
の
ご
協
力
で
こ

の
研
修
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
も
努
力
し
て
頂
き
、
今
日
の
研
修

会
で
私
た
ち
の
合
い
言
葉
「
一
歩
前
へ
！
」
を
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
学
ん
だ
事
を
自
分
の
も

の
に
し
、
地
域
に
広
め
て
頂
け
る
様
な
研
修
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  
   

 
◇
調
理
実
習 

 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ 

お
料
理
サ
ロ
ン 

 
 
 
 

講
師
：
料
理
研
究
家 

 

足
立 

敦
子
先
生 

講
師
紹
介 

 
 

元
辻
ク
ッ
キ
ン
グ
阪
神
校
・
校
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ

う
の
料
理
」
・
ラ
ジ
オ
大
阪
「
ほ
ん
ま
も
ん
原
田
年
晴

で
す
」
毎
木
曜
日
の
築
野
食
品
工
業
（
株
）
提
供
番
組

「
あ
っ
ち
ゃ
ん
先
生
の
さ
ら
り
と
一
品
」
や
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ

ジ
オ
毎
火
曜
日
「
ド
ッ
キ
リ
！
ハ
ッ
キ
リ
！
三
代
澤
康

司
で
す
」
に
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。
他
、
多
数
の
テ
レ

ビ
番
組
の
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、
芦
原
女
史

短
期
大
学
非
常
勤
講
師
も
務
め
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。 

         

※
作
り
方
は
夏
期
研
修
会
資
料
を
お
読
み
下
さ
い
。 

 
 

調
理
時
間
が
１
時
間
の
中
で
、
皆
手
際
よ
く
分
担
し 

 
 
 

調
理
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

                         

 

平
成
二
十
三
年
度 

 
 
 
 

夏
期
研
修
会
開
催 

全 学 調 第９号 

は ぐ く み 
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築
野
食
品
工
業
株
式
会
社
に
よ
る 

 
 
 

こ
め
油
を
使
っ
て
の
調
理
実
習
＆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
め
油
の
紹
介 

 

献
立 

 
 

☆
揚
げ
豆
腐
の
甘
酢
あ
ん
か
け 

 

 

☆
え
の
き
茸
と
貝
割
れ
菜
の
ジ
ャ
コ
サ
ラ
ダ 
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◇
こ
め
油
の
特
徴 

 
１
０
０
％
お
米
が
原
料
（
米
ぬ
か
・
こ
め
胚
芽
） 

 
全
国
的
に
４
０
％
以
上
の
小
中
学
校
の
給
食
で
使

わ
れ
て
い
る
。 

 

 

不
ケ
ン
化
物(

油
脂
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
石
け
ん
に

な
ら
な
い
成
分
の
こ
と) 

 
 

こ
め
油
は
一
般
の
植
物
油
よ
り
も
豊
富
に
含
ん

で
お
り
、
健
康
効
果
・
美
容
効
果
の
担
い
手
で
す
。 

植
物
ス
テ
ロ
ー
ル 

油
の
食
物
繊
維 

 
 

・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
調
節
に
役
立
つ
。 

 

・
植
物
油
の
中
で
も
最
高
の
含
有
量 

 
 

こ
め
油
は
１
０
０
グ
ラ
ム
中
９
６
５
ミ
リ
グ
ラ

ム 

大
豆
油
は
１
０
０
グ
ラ
ム
中
１
９
０
ミ
リ
グ
ラ

ム 
 

・
植
物
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
取
は
、
血
液
中
の
余
分
な

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
う
え
で
た
い
へ
ん

有
効
。
植
物
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
消
化
吸
収
を
阻
害
す
る
働
き
が
あ
る
。 

 

・
植
物
ス
テ
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
減
る
の
は
主
に
血
液

中
の
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
の
が
わ
か

っ
て
い
る
。
ま
た
植
物
ス
テ
ロ
ー
ル
自
体
は
、
ほ

と
ん
ど
吸
収
さ
れ
ず
に
排
泄
さ
れ
る
。 

 γ

（
ガ
ン
マ
）
―
オ
リ
ザ
ノ
ー
ル 

 

・
抗
酸
化
作
用
（
活
性
酸
素
と
呼
ば
れ
る
有
毒
な
酸

素
を
消
去
す
る
働
き
）
が
あ
り
、
酸
化
し
に
く
い
。 

 

・
体
内
の
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
作
用

も
あ
り
、
高
脂
血
症
の
治
療
薬
に
も
使
わ
れ
て
い

る
。 

 

ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル 

 

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
仲
間
。 

 

・
抗
酸
化
力
は
従
来
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
（α

ア
ル
フ
ァ

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
）
の
数
十
倍
に
の
ぼ
る
。 

 

・
血
液
中
の
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
た
り
、

動
脈
硬
化
を
抑
え
た
り
ガ
ン
の
予
防
効
果
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。 

 

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル 

 

・
ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
と
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
は
、
そ

れ
ぞ
れα

ア
ル
フ
ァ
・β

ベ
ー
タ
・γ

ガ
ン
マ
・

δ

デ
ル
タ
の
４
種
類
が
あ
る
。 

 

・α

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
は
天
然
の
抗
酸
化
剤
と
し
て

知
ら
れ
、
植
物
油
の
中
に
は
保
存
性
を
高
め
る
為
、

α

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
を
添
加
し
て
い
る
が
、
こ
め

油
は
添
加
せ
ず
に
栄
養
機
能
食
品
の
表
示
が
可

能
。 

 

・γ

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
も
含
有
。
基
本
的
な
働
き
は

α

ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
と
同
じ
。 

 

リ
ノ
ー
ル
酸 

 

・
脂
肪
酸
は
油
の
主
成
分
。 

 

・
リ
ノ
ー
ル
酸
は
必
須
脂
肪
酸
。 

 

・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
善
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
ま
で
へ
ら
し
て
し
ま
う
欠
点
が
あ

る
。 

 

・
酸
化
さ
れ
や
す
い
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
で
あ
り
、

取
り
す
ぎ
る
と
体
内
で
過
酸
化
脂
質
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
物
質
を
増
や
す
こ
と
も
あ
り
、
リ
ノ

ー
ル
酸
に
偏
っ
た
調
理
油
の
摂
取
は
好
ま
し
く

な
い
。 

不ケン化物  こめ油の栄養成分（１００㎎中） 
〔三大成分〕 

・植物ステロ－ル      ９００㎎ 
・γ－オリザノ－ル      ５０㎎ 
・トコトリエノ－ル      ２５㎎ 

〔その他〕 
・トコフェロ－ル       ３０mg 

脂肪酸 
・オレイン酸         ４２g 
・リノ－ル酸         ３７g 
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オ
レ
イ
ン
酸 

 
・
酸
化
さ
れ
に
く
い
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
で
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
だ
け
を
減
ら
す
働
き
が
あ
る
。 

 

・
リ
ノ
ー
ル
酸
と
と
も
に
オ
レ
イ
ン
酸
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
含
む
こ
め
油
は
リ
ノ
ー
ル
酸
の
短
所
を
補

い
両
者
の
相
乗
効
果
が
期
待
出
来
る
。 

 

・
こ
め
油
は
リ
ノ
ー
ル
酸
３
０
～
３
５
％
に
対
し
オ

レ
イ
ン
酸
を
３
５
～
４
２
％
含
ん
で
い
る
。 

オ
レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
む
の
は
オ
リ
ー
ブ
油
（
約

７
２
％
）
大
豆
油
は
約
２
８
％
。 

 

風
味
が
良
く
油
酔
い
が
少
な
い
。 

 

・
加
熱
に
強
く
酸
化
し
に
く
い
。
一
般
の
油
は
１
９

０
度
位
で
焦
げ
は
じ
め
る
が
、
米
油
は
２
５
０
度

ま
で
大
丈
夫
。
香
ば
し
く
カ
ラ
ッ
と
揚
が
る
。 

 

・
抗
酸
化
成
分
の
豊
富
な
こ
め
油
は
他
の
油
よ
り
酸

化
し
に
く
く
、
油
酔
い
し
に
く
い
。 

 

米
ぬ
か
の
新
用
途 

 

・
工
業
製
品
・
化
粧
品
・
肥
料
・
医
薬
品
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

米
ぬ
か
の
流
通 

 

・
８
４
７
万
８
千
ト
ン
の
玄
米
の
八
％
～
十
％
、 

８
４
万
７
８
０
０
ト
ン
の
米
ぬ
か
が
発
生
。
そ
の

三
分
の
一
く
ら
い
が
米
油
産
業
に
流
通
。 

 

・
米
ぬ
か
の
二
十
％
位
が
油
分
。
五
百
グ
ラ
ム
ボ
ト

ル
一
本
取
る
の
に
三
十
数
キ
ロ
～
四
十
キ
ロ
位

の
玄
米
が
必
要
。 

 

※
資
料
提
供
・
築
野
食
品
工
業
（
株
） 

 

◇
交
流
会 

※
実
習
し
た
時
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
〔
意
見
交
流
会
発
表
内
容
〕 

・
ケ
ー
キ
の
火
加
減
が
難
し
い
。 

・
ケ
ー
キ
の
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
は
１
６
０
度
以
上

に
な
る
と
、
に
が
み
が
出
る
の
で
ゆ
っ
く
り
時
間
を

か
け
て
焼
い
た
。 

・
ケ
ー
キ
は
保
育
園
向
き
か
も
し
れ
な
い
。 

・
ケ
ー
キ
は
あ
っ
さ
り
で
良
か
っ
た
。 

・
え
の
き
茸
等
の
き
の
こ
類
は
菌
が
多
い
と
聞
き
ま
し

た
が
、
生
で
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

・
え
の
き
茸
の
生
食
に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
。 

 

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
を
沢
山
の
こ
め
油
で
炒
め
た
が
、

油
切
り
し
て
カ
ラ
ッ
と
出
来
た
。 

・
え
の
き
茸
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
い
い
。 

・
ご
飯
は
も
ち
も
ち
し
て
お
い
し
い
。
こ
め
油
有
り
・ 

無
し
両
方
食
べ
て
味
比
べ
し
て
も
い
い
と
思
う
。 

・
揚
げ
豆
腐
の
油
は
し
つ
こ
く
な
か
っ
た
。
再
付
着
も

な
か
っ
た
の
で
良
い
。 

・
こ
め
油
が
全
て
の
献
立
に
入
っ
て
い
る
が
、
し
つ
こ

く
無
く
美
味
し
か
っ
た
。 

・
油
を
沢
山
使
っ
て
も
（
こ
め
油
は
）
体
に
い
い
の
で

安
心
で
す
。 

・
業
者
提
供
の
説
明
も
色
々
あ
っ
た
の
で
良
い
と
思
う
。 

・
調
味
料
は
自
分
で
計
量
し
た
か
っ
た
。 

・
油
の
種
類
を
複
数
使
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い
を
み

た
か
っ
た
。 

・
全
体
に
あ
っ
さ
り
・
お
い
し
く
頂
け
た
。 

・
こ
め
油
の
認
識
が
高
め
ら
れ
た
。 

・
各
地
域
の
方
と
参
加
出
来
て
良
か
っ
た
。 

・
職
場
は
セ
ン
タ
ー
方
式
で
こ
め
油
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
場
内
は
油
臭
く
な
い
。 

・
職
場
は
病
院
で
、
患
者
に
合
わ
せ
て
同
じ
献
立
・
食

材
で
も
硬
い
柔
ら
か
い
と
味
付
け
は
難
し
い
。
委
託

業
者
に
よ
っ
て
、
人
材
・
経
費
の
面
で
厳
し
い
状
況

で
す
。 

 



 4

〔
ま
と
め
〕 

・
今
年
は
例
年
と
違
い
企
業
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
調

理
実
習
で
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
会
社

の
概
要
と
、
今
回
メ
イ
ン
で
使
用
す
る
こ
め
油
に
つ

い
て
と
て
も
分
か
り
や
す
い
説
明
を
聴
き
、
足
立
先

生
か
ら
は
料
理
手
順
説
明
が
あ
り
、
実
習
中
も
各
テ

ー
ブ
ル
を
回
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
、
調
理

が
ス
ム
ー
ズ
に
楽
し
く
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

・
職
場
環
境
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
て
の
実
習
で
し
た
が
、
有
意
義
な
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
を
多
く
聞
く
事
が
出
来
ま

し
た
。 

・
今
後
も
沢
山
の
会
員
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、
地
元

の
状
況
等
の
情
報
交
換
の
場
に
な
り
、
少
し
で
も
吸

収
し
て
明
日
か
ら
の
仕
事
に
一
歩
前
向
き
に
な
れ
る

事
を
希
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

平
成
二
十
三
年
度 

 

食
の
安
全
に
関
す
る
調
理
講
習
会 

報
告
者 

長
屋 

恵
利
子
（
岐
阜
） 

 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年 

八
月
四
日
～
五
日 

場
所 

 

昭
和
女
子
大
学 

人
見
記
念
講
堂 

〔
講
演
〕 

 

「
学
校
給
食
に
求
め
ら
れ
る
役
割 

 
 
 

 
 
 

～
衛
生
管
理
＆
調
理
技
術
の
向
上
～
」 

 
 

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・ 

青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課 

学
校
給
食
調
査
官 

 
 

田
中 

延
子
氏 

  
 

 

「
調
理
場
に
お
け
る
衛
生
管
理
＆ 

調
理
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

 
 

 
 

日
本
学
校
調
理
師
会 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

 
 

山
本 

五
十
六
氏 

  
 

 

「
学
校
給
食
調
理
に
お
け
る 

 
 

 
 
 

衛
生
管
理
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

東
京
医
科
大
学 

兼
任
教
授 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

明
子
氏 

〔
特
別
講
演
〕 

 

「
こ
ど
も
達
の
食
を
考
え
る
」
（
食
の
原
理
） 

 
 

料
理
研
究
家
・
フ
ー
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
井 

善
晴
氏 

 

〔
実
践
発
表
〕 

 

「
調
理
技
術
に
関
す
る
主
題
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県
大
和
市 

 

「
個
別
指
導
（
ア
レ
ル
ギ
ー
） 

に
関
す
る
主
題
」 

三
重
県
津
市 

 

「
衛
生
管
理
に
関
す
る
主
題
」 

岡
山
県
岡
山
市 

 

〔
感
想
〕 

 
 

昭
和
四
十
八
年
の
第
一
回
よ
り
今
回
第
三
十
九
回

を
迎
え
、
全
国
の
学
校
給
食
調
理
員
が
一
同
に
会
し

て
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
も
あ
り
参
加
者
は
六
百
十
名
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 

田
中
調
査
官
の
講
演
に
て
、
第
二
次
食
育
推
進
計

画
に
よ
り
ま
す
ま
す
の
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の

推
進
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
に
携
わ
る
学
校
給
食
調
理

員
に
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
事
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は
ヒ
ス
タ
ミ
ン

中
毒
が
増
え
て
い
る
事
を
受
け
、
マ
グ
ロ
・
カ
ジ
キ

マ
グ
ロ
の
取
り
扱
い
の
注
意
や
又
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
中

 

経
過
報
告 
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毒
の
発
生
の
事
例
に
よ
り
、
二
次
汚
染
防
止
の
為
の

確
実
な
調
理
器
具
の
消
毒
や
食
中
毒
発
生
施
設
の
問

題
点
当
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

又
、
新
た
に
「
衛
生
管
理
＆
調
理
技
術
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
が
作
成
さ
れ
、
大
量
調
理
の
特
徴
や
課
題
・
調

理
技
術
の
科
学
的
な
裏
付
け
・
一
定
の
品
質
の
も
の

を
調
理
す
る
た
め
の
「
標
準
化
」
の
推
奨
・
食
中
毒

の
原
因
物
質
の
解
説
・
調
理
技
術
不
足
に
よ
る
食
中

毒
事
例
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
回
の
講
習
会
に
て
、
こ
れ
か
ら
の
調
理
員
と
し

て
求
め
ら
れ
る
事
は
衛
生
管
理
に
配
慮
す
る
あ
ま
り

美
味
し
さ
を
損
な
う
調
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、

調
理
技
術
を
伝
え
る
事
が
困
難
に
な
っ
て
い
な
い
か

等
を
踏
ま
え
、
衛
生
管
理
と
調
理
技
術
が
と
も
に
向

上
し
美
味
し
い
給
食
を
安
全
に
届
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
事
で
す
。
私
た
ち
は
学
校
給
食
調
理
員

と
し
て
、
食
に
関
す
る
指
導
の
教
材
と
し
て
の
学
校

給
食
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
安
心
・
安
全
で
美
味

し
い
学
校
給
食
で
あ
る
よ
う
共
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

専
門
調
理
師
試
験
を
受
け
て 

※
今
年
度
の
調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
を
受
け
た
四

国
の
８
名
の
方
々
が
、
松
山
市
教
育
委
員
会
の
研

修
で
体
験
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
の
発
表
を

お
載
せ
出
来
ま
せ
ん
が
３
名
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

報
告
者 

 

堀
本 

富
美
子 

「
そ
れ
で
は
始
め
て
下
さ
い
。
」
試
験
管
の
合
図
で
一

斉
に
作
業
に
取
り
か
か
る
緊
張
の
一
瞬
。
七
月
三
十

一
日
、
私
た
ち
八
名
は
大
阪
に
て
『
給
食
用
特
殊
料

理
調
理
作
業
実
技
試
験
』
を
受
験
し
て
き
ま
し
た
。 

 

課
題
は
種
類
、
三
人
前
を
指
示
事
項
に
従
い
そ
れ

ぞ
れ
の
食
材
・
調
味
料
を
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
で
計

量
し
な
が
ら
、
下
処
理
作
業
を
四
十
分
、
調
理
作
業

を
１
時
間
で
盛
り
付
け
て
仕
上
げ
る
内
容
で
す
。 

 

こ
の
資
格
試
験
の
存
在
は
一
年
前
に
同
期
の
松
本

さ
ん
か
ら
聞
き
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
他
の
都
道
府

県
と
比
較
す
る
と
愛
媛
県
や
松
本
市
で
の
資
格
者
が

著
し
く
少
な
い
事
、
民
間
の
調
理
従
事
者
の
資
格
者

が
多
い
事
、
国
家
試
験
で
あ
る
事
、
私
は
自
分
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
思
い
受
験
を
希
望
し
ま
し

た
。 

 

学
科
試
験
免
除
の
講
習
を
先
に
奈
良
で
受
講
し
、

今
回
は
実
技
の
試
験
で
し
た
。
本
試
験
の
一
ヶ
月
前

よ
り
二
回
ほ
ど
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
実
技
講
習

を
し
て
頂
き
、
時
間
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
の
練
習
を

個
々
に
重
ね
て
き
ま
し
た
。
通
常
の
共
同
調
理
場
で

の
作
業
で
は
皮
む
き
や
カ
ッ
テ
ン
グ
等
は
機
械
で
行

う
為
全
て
手
切
り
の
作
業
は
至
難
の
技
で
し
た
。 

緊
張
の
連
続
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
な
り

の
行
程
で
作
業
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

帰
り
の
車
中
で
は
個
々
の
反
省
点
等
が
口
々
に
飛

び
交
い
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。「
今
日
出
来
な
か
っ

た
事
は
新
学
期
の
給
食
の
中
で
活
か
し
て
い
っ
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
の
松
本
さ
ん
の
発
言
に
私
達

は
深
く
頷
き
達
成
感
と
安
堵
の
中
大
阪
を
後
に
し
ま

し
た
。 

私
は
こ
の
受
験
で
他
の
都
道
府
県
の
給
食
調
理
に

従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
と
交
流
が
出
来
、
様
々
な
献

立
や
調
理
法
、
施
設
や
設
備
の
存
在
を
知
り
松
山
で

も
こ
ん
な
給
食
を
提
供
し
た
い
。
そ
う
痛
感
し
ま
し

た
。
毎
日
の
献
立
に
何
の
疑
問
も
持
た
ず
定
刻
通
り

に
納
め
て
安
心
の
給
食
か
ら
、
子
ど
も
達
が
食
に
対

し
て
深
く
関
心
を
抱
き
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
給

食
へ
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
本
当
の
食
育
に
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
？
そ
の
た
め
に
私
達
調
理
員
は

日
々
精
進
し
つ
つ
現
場
か
ら
の
声
を
絶
や
さ
ず
発
信

し
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
の
今
回
の
受
験
に
際

し
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
全
国
学
校
調
理
師
連
合 
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報
告
者 

 

小
原 

千
津
子 

 

私
は
昨
年
の
い
つ
頃
だ
っ
た
か
『
専
門
技
能
士
』

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。「
こ
う
言
う
の

が
あ
る
け
ど
受
け
て
み
な
い
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら

い
そ
の
時
は
軽
い
気
持
ち
で
「
ウ
ン
、
す
る
す
る
」

と
言
っ
て
返
し
た
事
が
始
ま
り
で
し
た
。 

 

私
達
は
３
月
に
熟
練
者
講
習
会
の
為
奈
良
へ
行
き

学
科
試
験
免
除
の
講
習
を
受
け
て
来
ま
し
た
。
四
国

で
は
こ
の
学
科
・
実
技
の
講
習
を
受
け
る
場
所
さ
え

無
い
の
が
と
て
も
残
念
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
忘
れ
か

け
て
い
た
頃
、
１
回
目
の
実
技
講
習
を
６
月
に
受
け

ま
し
た
。
そ
れ
も
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
か
ら
全
国
学
校
調

理
師
連
合
会
の
有
志
の
方
が
何
名
か
来
て
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
時
間
内
に
３
品
の
料
理
を
作
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
衛
生
面
は
勿
論
、
手
洗
い
や

野
菜
の
切
り
方
、
ま
た
１
グ
ラ
ム
単
位
で
の
作
業
に

驚
き
ま
し
た
。
で
も
そ
う
い
う
作
業
を
踏
ま
え
た
上

で
時
間
内
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
見
た

だ
け
で
は
と
う
て
い
出
来
る
も
の
で
は
無
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
教
え
て
頂
い
て
い
る
事
を
一
生

懸
命
に
メ
モ
に
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
後

の
７
月
に
２
回
目
の
実
技
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
な
か
な
か
時
間
内
に
仕
上
げ
る
事
が
出
来
ず
、

試
験
日
ま
で
あ
と
１
週
間
で
す
。
私
は
そ
の
頃
だ
ん

だ
ん
焦
り
と
身
体
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
弱
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
「
頑
張
ろ
う
よ
」
と
言
っ

て
声
を
掛
け
て
励
ま
し
て
く
れ
た
仲
間
や
友
達
が
い

た
か
ら
頑
張
れ
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

３
日
間
位
に
や
っ
と
ど
う
に
か
時
間
内
に
出
来
る
様

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

実
技
の
繰
り
返
し
で
１
分
１
秒
で
も
早
く
時
間
短
縮

出
来
る
様
に
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
本
番
当

日
で
す
。
も
う
自
分
の
し
て
き
た
事
を
信
じ
て
頑
張

る
し
か
な
い
と
思
い
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
試
験
を
受
け
て
調
理
に
対
す
る
見
方
や
考
え

方
が
変
わ
り
、
以
前
と
は
違
っ
た
角
度
で
見
ら
れ
る

様
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
給
食
を
作
っ

て
い
く
上
で
今
回
体
験
し
た
『
も
の
を
作
る
大
変
さ

や
難
し
さ
』
を
改
め
て
実
感
し
た
事
を
仕
事
の
中
で

活
か
せ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
試
験
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
お
世
話
し
協
力
し

て
下
さ
っ
た
方
々
や
一
緒
に
頑
張
っ
た
仲
間
、
又
励

ま
し
て
く
れ
た
友
達
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

報
告
者 

 

渡
部 
美
智
子 

松
本
さ
ん
の
、
日
頃
職
場
で
の
給
食
に
対
す
る
熱

意
と
行
動
力
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
職
場
で
先
輩
に
「
渡
部
さ
ん
も
こ
の
調
理

師
試
験
を
受
け
て
み
た
ら
？
」
と
言
わ
れ
皆
前
向
き

に
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
、
私
も
最
近
ち
ょ

っ
と
た
る
ん
で
い
る
の
で
気
を
引
き
締
め
る
為
に
受

験
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
日
か
し
て
先

輩
は
受
験
し
な
い
と
の
事
、
１
人
で
勘
違
い
し
て
し

ま
い
受
験
す
る
人
は
私
よ
り
若
い
人
達
ば
か
り
で
不

安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
講
習
会
で
も
緊

張
で
お
な
か
や
頭
ま
で
痛
く
、
倒
れ
そ
う
で
体
力
の

無
さ
に
年
を
感
じ
ま
し
た
。
何
の
得
も
無
い
の
に
大

阪
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
講
習
に
来
て
下
さ
る
全
国
学
校
調

理
師
連
合
会
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
応
え
な
け
れ
ば
と

思
い
つ
つ
も
仕
事
と
家
の
用
事
に
疲
れ
、
眠
さ
に
負

け
１
日
目
に
準
備
を
し
、
二
日
目
に
下
処
理
、
三
日

目
に
調
理
を
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
野
菜
が
腐
っ
て
い

た
り
、
買
い
物
を
忘
れ
た
り
思
う
様
に
い
か
な
く
て

イ
ラ
イ
ラ
し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。『
私
に
は
無
理
か

も
』
と
の
想
い
も
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
や
る
だ
け
は

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
直
し
、
夏
休
み
に
入
っ
て
研

き
が
終
わ
っ
て
か
ら
有
休
を
取
り
試
験
前
の
何
日
間

か
は
毎
日
調
理
を
し
ま
し
た
。
頭
の
中
で
も
何
回
も

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
本
当
に
一
生
懸
命
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
周
り
の
人
や
家
族
に
も
い
っ

ぱ
い
協
力
し
て
も
ら
え
て
感
謝
で
し
た
。 
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当
日
、
大
阪
で
の
集
合
が
朝
早
い
の
で
前
日
に
は

温
泉
に
行
き
疲
れ
も
取
り
、
早
め
に
寝
て
睡
眠
も
十

分
取
り
食
事
も
き
ち
ん
と
取
り
ト
イ
レ
も
行
き
万
全

の
つ
も
り
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
試
験
が
始
ま
っ
た
ら

妙
に
緊
張
し
て
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試
験
員

の
方
に
「
続
け
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
や
っ
と

続
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

終
わ
っ
て
か
ら
、
何
の
為
に
あ
ん
な
に
一
生
懸
命

頑
張
っ
た
の
に
失
敗
し
た
の
か
と
後
悔
も
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
年
を
と
っ
て
い
く
と
今
回
の
様
に
や

っ
て
も
出
来
な
い
事
が
増
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
出
来
る
か
出
来
な
い
か
や
っ
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
。
や
っ
て
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
失

敗
し
た
ら
そ
こ
か
ら
学
ん
で
ま
た
何
か
に
挑
戦
す

る
！
自
分
の
怠
け
た
心
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
お
い
て
も
問

題
意
識
を
持
っ
て
心
の
こ
も
っ
た
丁
寧
な
仕
事
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
会
長
さ
ん
や
松
本
さ
ん
の
人
に
対
す
る
思

い
や
り
の
お
世
話
と
行
動
力
に
頭
の
下
が
る
想
い
で

し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

平
成
二
十
三
年
度 

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験 

 

実
技
講
習
会 

 

日
時 

 

六
月 

二
十
五
日
（
金
）
～
二
十
六
日
（
日
） 

場
所 

 

愛
媛
県 

八
名 

 

日
時 
 

七
月 

十
日
（
日
） 

 

場
所 

 

貝
塚
市
中
央
公
民
館 

七
名 

 

平
成
二
十
三
年
度 

 
 

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
（
専
門
調
理
師
） 

 
日
時 

 

七
月
三
十
一
日
（
日
）
～
八
月
二
日
（
火
） 

 

場
所 

 

あ
べ
の
辻
調
理
師
専
門
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
会
よ
り
十
五
名
受
験 

 

※
当
会
よ
り
大
阪
十
四
名
・
名
古
屋
二
名
・
計
十
六

名
が
合
格
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

松
山
市 

教
育
委
員
会
・
研
修
会 

 

日
時 

 

八
月
十
七
日 

 

場
所 

 

松
山
市 

 

講
演 

 

「
給
食
調
理
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」 

 

講
師 

 

山
中 

弓
子
会
長 

平
成
二
十
三
年
度 

専
門
調
理
師
・ 

調
理
技
能
士
の
為
の
食
育
推
進
講
座 

日
時 

 

八
月
二
十
三
日
（
火
） 

場
所 

 

大
阪
国
際
会
議
場 

（
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
会
よ
り
七
名
受
講 

 

発
表 

「
食
育
推
進
活
動
の
実
践
」
山
中
弓
子
会
長 

平
成
二
十
三
年
度 

調
理
技
術
指
導
員
講
習
会 

日
時 

 

八
月
二
十
五
日
（
木
） 

～
二
十
六
日
（
金
） 

場
所 

 

奈
良
県 

猿
沢
荘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
会
よ
り
十
九
名
受
講 

 

保
護
者
向
け
食
育
講
習
会 

 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年 

十
月
十
三
日
（
木
） 

 

場
所 

 

岸
和
田
市
立
城
東
小
学
校 

 

講
師 

 

山
中 

会
長 
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☆
日
時 

 

平
成
二
十
三
年 

 

十
月
二
十
六
日
（
水
）
～
二
十
八
日
（
金
） 

場
所 

 

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト 

内
容 

 

フ
ー
ド
ソ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
開
催 

 

☆
日
時 

 

平
成
二
十
三
年 

十
一
月
一
日
（
火
） 

場
所 

 

貝
塚
市
山
手
公
民
館 

内
容 

 

寿
大
学
・
料
理
教
室 

山
中 

会
長 

   

☆
「
調
理
場
に
お
け
る 

 
 

衛
生
管
理
＆
調
理
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
本 

 
 

（
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
学
校
健
康
教

育
課
・
発
行 

平
成
２
３
年
３
月
） 

 
 

 

・
希
望
の
方
は 

岐
阜
の
高
橋 

幸
子
ま
で
連
絡

下
さ
い 

 
 

 
 

  

深
ま
る
秋
を
感
じ
る
こ
の
頃
、
気
温
の
変
化
で
体

調
を
崩
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

研
究
部
の
方
々
に
は
、
夏
期
研
修
会
の
為
に
会
議

を
重
ね
る
等
当
日
ま
で
の
準
備
に
尽
力
さ
れ
、
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
各
方
面
で
色
々
な
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。
給
食
で
は
食
材
が
今
ま
で
通
り

揃
わ
な
か
っ
た
り
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る

放
射
能
を
帯
び
た
稲
藁
を
食
べ
た
牛
・
放
射
能
汚
染

牛
が
日
本
各
地
に
流
通
し
、
学
校
給
食
で
も
使
わ
れ

て
い
て
各
自
治
体
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

   

広
報
で
は
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
や
職
場

で
取
り
組
ん
で
い
る
事
、
レ
シ
ピ
の
紹
介
、
そ
の
他

知
ら
せ
た
い
事
等
を
送
っ
て
下
さ
い
。 

  
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

 

編
集
後
記 

記事を募集！！   
下記まで連絡お願いします(^o^) 

 
広報部長 谷本 厚美 
 

 

今
後
の
予
定 

 

お
知
ら
せ 

   
夏期研修会の様子 




